
　

東
京
都
計
量
協
会
は
6
月

3
日
画
、港
区
海
岸
1
丁
目
、

ホ
テ
ル
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝
で

2
0
1
6

（
平
成　

）
28

年
度
定
時
総

会
を
開
催
し

た
。
議
題
は

　
（
平
成　

）

15

27

年
度
事
業
報

告
お
よ
び
同

収
支
決
算
報

告
。

　

ま
た
、　
16

（
平
成　

）
28

年
度
事
業
計

画
お
よ
び
同

収
支
予
算
の

報
告
が
あ
っ

た
。

　
　

（
平
成　

）
年
度
事
業

15

27

に
つ
い
て
、　

（
平
成　

）

15

27

年
度
関
東
甲
信
越
地
区
計
量

団
体
連
絡
協
議
会
が　

月
に

10

浅
草
で
開
催
さ
れ
成
功
裏
の

う
ち
に
終
了
し
た
。
ま
た
、

指
定
定
期
検
査
機
関
関
連
で

は
、　

（
平
成　

）
年
度
か

15

27

ら
八
王
子
市
か
ら
の
業
務
受

託
、
都
薬
剤
師
会
の
適
正
計

量
管
理
事
業
所
の
指
定
返
上

に
よ
る
業
務
量
増
が
報
告
さ

れ
た
。

　

事
業
計
画
に
お
い
て
は
東

京
都
の
指
定
定
期
検
査
機
関

の
小
型
は
か
り
の
業
務
量
が

現
在
の
1
／
3
か
ら
2
／
3

に
増
加
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
戸
谷
嘉
孝

所
長
、
大
野
正
隆
副
所
長
、

原
島
光
雄
検
定
課
長
、
山
田

敦
久
検
査
課
長
、
日
本
計
量

振
興
協
会
河
住
春
樹
専
務
理

事
、
日
本
計
量
器
工
業
連
合

会
重
森
明
総
務
部
課
長
、
日

本
科
学
機
器
協
会
森
尾
武

男
、
東
京
都
計
量
証
明
事
業

協
会
平
島
和
男
会
長
、
計
量

器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
石

井
康
二
会
長
、
日
本
硝
子
計

量
器
工
業
協
同
組
合
横
山
守

二
理
事
長
、
東
京
計
量
士
会

大
岡
紀
美
子
副
会
長
の
臨
席

が
あ
っ
た
。
会
員
は　

名
が

42

参
加
。

　

総
会
終
了
後
は
恒
例
の
懇

親
パ
ー
テ
ィ
が
あ
り
、
和
や

か
な
情
報
交
換
会
と
な
っ

た
。

No.249
都計協

2
0
1
6
年
度
総
会
開

2
0
1
6
年
度
総
会
開
催催

6
月
3
日
、ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝
で

部
会
・
団
体

だ
よ
り

東
京
計
量
士
会

　

東
京
計
量
士
会
は
5
月　
20

日
画
、
T
K
P
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
竹
橋　

階
「
ル
ー
ム　

10

10

A
」
で
第　

回
（
2
0
1
6

17

〔
平
成　

〕
年
度
）
定
時
総

28

会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
横

尾
会
長
が
病
気
欠
席
の
た

め
、
会
長
の
指
名
に
よ
り
大

岡
副
会
長
が
会
長
代
理
と
し

て
議
長
を
務
め
た
。

　

議
題
は
、第
1
号
議
案「　
15

（
平
成　

）
年
度
事
業
報

27

告
」、
第
2
号
議
案
「
同
決
算

報
告
」、「
同
監
査
報
告
」、
第

3
号
議
案
「　

（
平
成　

）

16

28

年
度
事
業
計
画
（
案
）」、
第

4
号
議
案
「
同
収
支
予
算

（
案
）」、
第
5
号
議
案
「
定

款
の
一
部
改
正
（
案
）」
を
審

議
し
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。

　

来
賓
と
し
て
、
東
京
都
計

量
検
定
所
戸
谷
所
長
、
日
本

計
量
史
学
会
内
川
会
長
、
日

本
計
量
振
興
協
会
村
松
常
務

理
事
、
東
京
都
計
量
協
会
清

宮
会
長
、
北
野
専
務
理
事
、

物
江
事
務
局
長
、
計
量
器
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
石
井
会

長
の
臨
席
を
得
た
。

　

議
事
終
了
後
、
議
長
か
ら

「
当
会
の
蓑
輪
善
蔵
顧
問
は

1
9
9
6
（
平
成
8
年
）
か

ら　

年
間
の
永
き
に
わ
た

20
り
、
当
会
を
支
え
て
い
た
だ

い
た
が
、
2
0
1
5
（
平
成

　

）
年
度
を
も
っ
て
勇
退
さ

27れ
た
」旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
計
量
功
労
者
表
彰

式
が
お
こ
な
わ
れ
、
須
藤
晃

氏
、
山
本
浩
之
氏
、
塚
越
康

貴
氏
、
氷
見
真
一
の
4
名
が

受
賞
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
同
セ
ン

タ
ー　

階
「
ル
ー
ム　

B
」

10

10

で
恒
例
の
懇
親
会
が
お
こ
な

わ
れ
、盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

日
本
硝
子
計
量
器
工

業
協
同
組
合

4
月
▽
8
日
画
＝
理
事
会
開

催
。
3
月
開
催
の
理
事
会
議

事
録
の
確
認
、2
0
1
5（
平

成　

）
年
度
決
算
・　

（
平

27

16

成　

）年
度
予
算
に
つ
い
て
、

28
産
総
研
へ
の
要
望
書
に
つ
い

て
。

▽　

日
峨
＝
組
合
会
計
監

19
査
。

5
月
▽　

日
画
＝
理
事
会
開

13

催
。
4
月
開
催
の
理
事
会
議

事
録
の
確
認
、　

（
平
成　

）

15

27

年
度
事
業
・
決
算
報
告
お
よ

び　
（
平
成　

）
年
度
事
業
・

16

28

予
算
計
画
に
つ
い
て
、
都
検

定
所
・
産
総
研
へ
の
要
望
書

の
回
答
に
つ
い
て
。

▽　

日
画
＝
東
京
計
量
士
会

20
総
会
出
席
。

▽　

日
我
＝
日
本
計
量
機
器

25
工
業
連
合
会
総
会
出
席
。
計

量
機
器
事
業
振
興
功
労
者
表

彰
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
ア
サ

ヒ
計
量
器
製
作
所
平
野
敦
氏

が
受
賞
。

▽　

日
牙
＝
日
本
計
量
振
興

26

協
会
総
会
出
席
。
日
計
振
協

会
会
長
表
彰
が
お
こ
な
わ

れ
、
吉
野
計
測
市
川
昌
影
氏

が
受
賞
。

▽　

日
画
＝
日
本
硝
子
計
量

27
器
工
業
協
同
組
合
第　

次
通

65

常
総
会
（
日
本
出
版
ク
ラ
ブ

会
館
）。　

（
平
成　

）
年
度

15

27

事
業
報
告
・
決
算
報
告
、　
16

（
平
成　

）年
度
事
業
計
画
・

28

収
支
予
算
計
画
。
理
事
お
よ

び
監
事
選
挙
、
幸
楽
会
幹
事

選
挙
。

▽　

日
峨
＝
東
京
都
中
小
企

31
業
団
体
中
央
会
総
会
出
席
。

東京計量士会総会のようす
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大岡副会長

　

計
量
器
コ
ン
ン
サ
ル
タ
ン

ト
協
会
（
石
井
康
二
会
長
）

は
、
2
0
1
6
年
6
月
8
日

の
昼
か
ら　

年
度
定
時
総
会

16

を
開
い
た
。

■
技
術
講
演
会

　

ま
ず
は
技
術
講
演
会
を
開

い
た
。
内
川
恵
三
郎
日
本
計

量
史
学
会
会
長
が
、「
質
量
単

位
の
定
義
変
更
及
び
そ
の
影

響
に
つ
い
て
」
を
豊
富
な
資

料
を
用
意
し
て
、
詳
細
で
わ

か
り
や
す
く
講
演
し
た
。

■
定
時
総
会

　

つ
づ
い
て　

（
平
成　

）

16

28

年
度
定
時
総
会
を
開
い
た
。

　

冒
頭
に
石
井
康
二
会
長
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
最
盛
期

に
は
3
0
0
名
以
上
い
た
会

員
も
年
々
減
少
し
て
、
今
期

は　

名
ま
で
減
っ
た
。
危
機

95
感
を
も
っ
て
新
規
会
員
の
獲

得
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
現
会
員
に
向
け
た
サ
ー
ビ

ス
も
充
実
さ
せ
、
会
費
の
改

訂
も
お
こ
な
い
一
企
業
に
お

い
て
複
数
人
い
る
場
合
の
会

費
負
担
の
軽
減
と
、
未
加
入

の
有
資
格
者
へ
加
入
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
述
べ

た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
河
住
春

樹
日
本
計
量
振
興
協
会
専
務

理
事
が
総
会
開
催
の
祝
辞
を

述
べ
た
。

　

議
事
は
、
▽
第
1
号
議
案

「　

（
平
成　

）
年
度
事
業

15

27

報
告
」
▽
第
2
号
議
案
「
同

決
算
報
告
」
▽
第
3
号
議
案

「
年
会
費
改
定
」
が
す
べ
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

第
4
号
議
案
で
は
「
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
」
が

お
こ
な
わ
れ
、
会
長
は
石
井

康
二
氏
（
再
任
）、
副
会
長
に

は
八
木
佑
幸
氏
（
再
任
）、
横

須
賀
哲
雄
氏
（
新
任
）、
専
務

理
事
〔
業
務
執
行
理
事
〕
に

は
大
森
規
雄
氏
（
新
任
）
が

選
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

ほ
か
の
理
事
を
ふ
く
む
新
体

制
は
、
別
項
の
と
お
り
。

　

報
告
事
項
は
次
の
通
り
。

▽　

（
平
成　

）
年
度
事
務

16

28

事
業
計
画
▽
同
収
支
予
算
▽

シ
ニ
ア
計
量
器
コ
ン
ン
サ
ル

タ
ン
ト
資
格
更
新
者
▽
懇
親

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

■
懇
親
会

　

夕
方
か
ら
懇
親
会
を
開

き
、
石
井
会
長
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
清
宮
貞
雄
東
京
都

計
量
協
会
長
の
祝
辞
、
大
岡

紀
美
子
東
京
計
量
士
会
副
会

長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
懇
親

を
深
め
た
。

■
新
役
員

▽
会
長
＝
石
井
康
二
（
太
陽

計
器
）
▽
副
会
長
＝
八
木
佑

幸
（
新
日
本
度
量
衡
器
）、
横

須
賀
哲
雄
（
新
任
・
横
浜
計

量
オ
フ
ィ
ス
）
▽
専
務
理
事

〔
業
務
執
行
理
事
〕
＝
大
森

規
雄
（
新
任
・
共
栄
衡
器
）

▽
理
事
＝
西
清
志
（
新
任
・

ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ジ
）、近
藤
正

孝
（
三
友
産
業
社
）、
奥
野
正

典
（
幸
和
精
機
産
業
）、
吉
川

和
男
（
ニ
ュ
ー
ロ
ン
）、
竹
内

芳
和
（
タ
ニ
タ
）、
山
本
正
之

（
ザ
ル
ト
リ
ウ
ス
・
ジ
ャ
パ

ン
）、
吉
田
茂
（
東
京
ミ
ュ
ー

精
器
）、
安
並
淳
（
安
並
化
学

衡
器
製
作
所
）、
小
野
学
（
日

本
計
量
新
報
社
）
▽
監
事
＝

横
田
賢
次
郎
（
横
田
計
器
製

作
所
）、
菅
原
健
一
（
新
任
・

秋
山
衡
材
）

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

講
演
会
と
定
時
総
会
開
く

計量器コンサルタント協会
総会のようす

■
2
0
1
6
（
平
成　

）
年

28

度
定
時
総
会
開
催

　

東
京
都
計
量
協
会
の
計
量

管
理
研
究
部
会
は
、　

（
平

16

成　

）
年
5
月　

日
画
、　

28

27

15

時
よ
り　

（
平
成　

）
年
度

16

28

定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

【
議
題
】
▽　

（
平
成　

）

15

27

年
度
事
業
報
告
▽　

（
平
成

15

　

）
年
度
収
支
決
算
報
告
▽

27
　

（
平
成　

）
年
度
事
業
計

16

28

画
▽　

（
平
成　

）
年
度
収

16

28

支
予
算
▽
新
役
員
の
選
任

　
　

（
平
成　

）
年
度
事
業

15

27

報
告
と
収
支
決
算
報
告
は
、

2
大
事
業
で
あ
る
適
正
計
量

管
理
主
任
者
養
成
講
習
会
と

計
量
管
理
強
調
月
間［
標
語
］

の
選
出
お
よ
び
短
冊
の
作

成
・
配
布
を
含
む
全
事
業
が

計
画
通
り
に
進
行
し
た
こ
と

が
示
さ
れ
た
。

■
2
0
1
6
（
平
成　

）
年

28

度
上
半
期
の
事
業
予
定

▽
4
月　

日
俄
＝
第
1
回
運

18

営
会
議
開
催
▽
5
月　

日
画

27

＝　

（
平
成　

）
年
度
定
時

16

28

総
会
開
催
▽
6
月　

日
画
＝

24

第
2
回
運
営
会
議
開
催
予
定

▽
7
月　

日
画
＝
適
正
計
量

15

管
理
主
任
者
養
成
講
習
会

（
生
産
関
係
）
開
催
予
定
▽

9
月　

日
画
＝
第
3
回
運
営

30

会
議
開
催
予
定

東
京
都
計
量
協
会

計
量
管
理
研
究
部
会
報
告

　

東
京
都
計
量
検
定
所
で

は
、
中
元
期
に
あ
わ
せ
て
、

販
売
さ
れ
て
い
る
食
料
品
の

「
表
示
さ
れ
た
内
容
量
」
と

「
実
際
の
内
容
量
」
と
の
差

が
計
量
法
で
定
め
ら
れ
た
許

容
誤
差
範
囲
内
に
あ
る
か
、

お
よ
び
「
事
業
所
名
・
住
所
」

「
内
容
量
」「
計
量
単
位
」
の

表
記
が
正
し
い
か
を
確
認
す

る
た
め
、「
夏
期
商
品
量
目
立

入
検
査
」
を
次
の
と
お
り
実

施
し
て
い
る
。

【
実
施
期
間
】2
0
1
6（
平

成　

）
年
6
月
6
日
俄
〜
7

28
月
7
日
牙

【
検
査
事
業
所
数
】
約
1
8

0
事
業
所
（
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
駅
ビ
ル
・
食
品
製

造
所
等
）

【
検
査
対
象
】
食
肉
・
魚
介
・

青
果
・
惣
菜
等
で
内
容
量
が

表
記
さ
れ
た
特
定
商
品

【
検
査
結
果
の
公
表
】
7
月

下
旬
頃

　

な
お
、
計
量
法
違
反
と
な

る
不
適
正
商
品
（
許
容
誤
差

の
範
囲
を
超
え
て
内
容
量
が

不
足
し
て
い
る
商
品
）
が

あ
っ
た
事
業
所
に
は
、
そ
の

場
で
改
善
指
導
を
お
こ
な

い
、
関
連
す
る
商
品
す
べ
て

の
再
計
量
を
指
示
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
後

日
再
度
立
入
検
査
を
実
施

し
、
改
善
さ
れ
て
い
な
い
場

合
に
は
、
計
量
法
に
基
づ
く

改
善
勧
告
等
の
措
置
を
お
こ

な
う
。

　

な
お
、
食
品
表
示
の
不
適

正
に
つ
い
て
は
、
関
係
法
令

を
所
管
す
る
各
関
係
機
関
に

通
知
す
る
。

夏
期
商
品
量
目
立
入
検
査

こ
の
商
品
、内
容
量
は
大
丈
夫
？

お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の
「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」
は
隔
月
（
偶
数
月
）

に
発
行
し
、
東
京
都
計
量
協
会

の
会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご
意
見

・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各
部
会
等

の
動
き
な
ど
是
非
お
寄
せ
下
さ

る
よ
う
、
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】

50

▽
石
井
康
二
▽
大
木
朗
▽
北
野

芳
男
▽
切
田
篤
▽
坂
本
雅
広
▽

高
田
慎
吾
▽
高
松
宏
之
▽
竹
内

健
治
▽
竹
添
雅
雄
▽
物
江
稔
▽

横
山
守
二

（
一
社
）
東
京
都
計
量
協
会
緯

0
3
―
6
6
6
6
―
8
9
6
0

蓋
街

崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎



M
a
r
s

　

2
0
1
6
年
5
月　

日
31

は
、
火
星
が
大
接
近
と
い
う

こ
と
で
し
ば
し
話
題
に
な
っ

て
い
た
。
火
星
は
太
陽
の
第

4
惑
星
、
第
3
惑
星
で
あ
る

地
球
の
外
側
を
公
転
し
て
い

る
。
惑
星
が
綺
麗
な
円
軌
道

を
回
っ
て
い
れ
ば
、
地
球
も

火
星
も
太
陽
を
中
心
と
し
た

同
心
円
を
公
転
し
、
い
つ
も

同
じ
距
離
関
係
を
保
つ
は
ず

だ
。
そ
し
て
2
つ
の
惑
星
が

同
じ
半
径
上
に
来
た
と
き
に

最
接
近
と
な
り
、
そ
の
時
の

距
離
は
、
常
に
2
つ
の
惑
星

の
回
転
半
径
の
差
で
あ
り
、

一
定
の
値
と
な
る
。
と
こ
ろ

が
地
球
も
そ
う
だ
が
、
特
に

火
星
は
、
楕
円
軌
道
を
持
っ

て
い
る
の
で
、
惑
星
間
の
距

離
が
複
雑
な
関
係
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

惑
星
間
の
距
離
を
表
す
単

位
と
し
て
、「
天
文
単
位
」、

「　

」が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

au
現
在
は
地
球
の
公
転
半
径
に

基
づ
く
値
で
定
義
さ
れ
て
い

る
。
地
球
も
楕
円
軌
道
を
公

転
し
て
い
る
の
だ
が
、
長
径

と
短
径
の
差
は
3
・
4
%
ほ

ど
な
の
で
、
ほ
ぼ
円
軌
道
に

近
い
。
こ
こ
で
は
地
球
は
、

半
径
1　

の
円
軌
道
を
公
転

au

し
て
い
る
と
考
え
て
み
よ

う
。

　

一
方
、
火
星
の
場
合
は
近

日
点
の
半
径
が
1
・
3
8
1

　

、
遠
日
点
が
1
・
6
6
6

au
　

と
さ
れ
、　

%
以
上
の
差

au

20

が
あ
る
の
で
、
見
る
か
ら
に

楕
円
軌
道
な
の
で
あ
る
。
公

転
周
期
は
6
8
7
日
ほ
ど

で
、
地
球
の
約
1
・
8
8
倍

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
火
星
が

1
回
、
太
陽
の
周
り
の
楕
円

軌
道
を
回
る
間
に
、
地
球
は

2
周
弱
ほ
ど
、
火
星
の
内
側

で
、
太
陽
の
周
り
を
回
っ
て

い
る
。

　

い
っ
た
ん
近
接
現
象
を
経

験
し
た
地
球
と
火
星
は
、
地

球
が
先
行
す
る
よ
う
に
、
だ

ん
だ
ん
と
離
れ
て
い
く
。
そ

し
て
2
年
後
に
地
球
が
同
じ

場
所
に
近
づ
く
頃
、
火
星
は

そ
こ
を
1
・
8
8
年
で
通
過

し
、ゆ
っ
く
り
で
は
あ
る
が
、

す
で
に
少
し
先
に
進
ん
で
い

る
。
地
球
が
こ
の
遅
れ
を
2

カ
月
ほ
ど
で
取
り
戻
し
て
追

い
つ
く
と
き
、
地
球
と
火
星

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
転
周
期

上
で
再
び
近
接
現
象
を
経
験

す
る
こ
と
に
な
る
。つ
ま
り
、

地
球
と
火
星
は
、
ほ
ぼ
2
年

2
カ
月
、
7
8
0
日
ご
と
の

周
期
で
、
近
接
現
象
を
経
験

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
今
回
2
0
1
6
年

5
月　

日
の
前
に
近
接
現
象

31

が
訪
れ
た
の
は
、
2
年
前
の

2
0
1
4
年
4
月　

日
、
次

14

に
は
2
年
後
の
2
0
1
8
年

7
月　

日
に
最
接
近
が
予
定

31

さ
れ
て
い
る
。

　

内
側
の
地
球
と
、
外
側
の

火
星
の
公
転
軌
道
の
距
離

は
、
0
・
3
8
1　

か
ら
0
・

au

6
6
6　

程
度
と
、
大
き
く

au

変
動
し
て
い
る
の
で
、
近
接

現
象
の
現
れ
る
場
所
に
よ
っ

て
、
最
接
近
距
離
が
変
動
す

る
こ
と
に
な
る
。
1　

は
1

au

4
9
5
9
7
8
7
0
7
0
0

m
と
定
義
さ
れ
て
い
る
の

で
、
今
回
の
7
5
2
8
万
娃

は
、
約
0
・
5　

に
相
当
す

au

る
。前
回
の
最
接
近
距
離
は
、

9
2
3
9
万
娃
、
0
・
6
1

8　

、
次
回
は
今
回
よ
り
も

au
近
い
、
5
7
5
9
万
娃
、
0
・

3
8
5　

と
予
想
さ
れ
て
い

au

る
。

　

今
回
0
・
5　

ま
で
近
づ

au

い
た
地
球
と
火
星
は
、
地
球

が
先
行
す
る
形
で
そ
の

距
離
を
徐
々
に
広
げ
て

い
る
。
1
年
後
に
地
球

が
元
の
場
所
に
戻
る
頃

に
は
、
火
星
は
太
陽
を

挟
ん
だ
反
対
側
を
周
回

し
て
お
り
、
地
球
と
の

距
離
は
2
・
7　

程
度

au

ま
で
広
が
っ
て
い
る
で

あ
ろ
う
。
現
在
の
5
倍

以
上
の
距
離
だ
か
ら
、

も
う
と
ん
で
も
な
く
遠
く
で

あ
る
。

　

近
接
現
象
の
出
現
す
る
場

所
に
よ
り
、
そ
の
最
接
近
距

　

東
京
都
計
量
検
定
所
で
は

計
量
制
度
の
普
及
啓
発
事
業

お
よ
び
計
量
検
定
所
の
業
務

ア
ピ
ー
ル
と
し
て
、
毎
年
恒

例
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
「
親
子

は
か
り
教
室
」
と
「
計
量
展

示
室
の
特
別
展
示
」
を
、
次

の
と
お
り
実
施
す
る
。

敢
親
子
は
か
り
教
室

　

夏
休
み
の
ひ
と
時
を
親
子

で
体
験
す
る
参
加
型
イ
ベ
ン

ト
。
計
量
器
の
工
作
や
一
般

の
方
々
の
目
に
触
れ
る
機
会

が
少
な
い
特
定
計
量
器
の
検

定
・
検
査
施
設
の
見
学
を
通

し
て
、
計
量
制
度
お
よ
び
検

定
所
業
務
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
。

臼
計
量
器
の
工
作
＝
「
棒
は

か
り
」
の
組
み
立
て
と
完
成

後
の
確
認
（
標
準
分
銅
等
を

使
用
し
て
の
簡
易
な
動
作
確

認
）
の
体
験
。

渦
特
定
計
量
器
の
検
定
･
検

査
施
設
の
見
学
＝
質
量
計
、

温
度
計
、
体
温
計
、
騒
音
計

お
よ
び
振
動
レ
ベ
ル
計
等
の

検
定
・
検
査
施
設
の
見
学
と
、

各
施
設
に
お
い
て
検
定
検
査

の
体
験
や
ク
イ
ズ
等
を
実

施
。

【
日
時
】
▽
第
1
回
＝
8
月

　

日
俄
▽
第
2
回
＝
8
月　

22

23

日
峨
▽
第
3
回
＝
8
月　

日
24

我
、
い
ず
れ
も　

時　

分
か

13

30

ら　

時
16

【
対
象
】
都
内
在
住
の
小
学

生
と
保
護
者
。
各
回
と
も　
21

組
（
合
計　

組
）、
応
募
者
多

63

数
の
場
合
は
抽
選
。

【
申
し
込
み
方
法
】
往
復
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
（
保
護

者
と
小
学
生
、
小
学
生
の
ふ

り
が
な
）・
学
年
・
電
話
番
号

と
第
1
、
第
2
希
望
日
を
記

入
の
う
え
7
月　

日
俄
ま
で

25

に
計
量
検
定
所
へ
郵
送
（
当

日
消
印
有
効
）。

【
参
加
者
の
決
定
】
8
月
上

旬
に
申
込
者
全
員
に
通
知
予

定
。

柑
計
量
展
示
室
の
特
別
展
示

　

計
量
検
定
所
2
階
の
計
量

展
示
室
に
て
、
夏
休
み
期
間

の
特
別
展
示
と
し
て
、
検
定

検
査
に
使
用
し
て
い
る
各
種

基
準
器
を
業
務
内
容
の
解
説

を
添
え
て
展
示
。

　

な
お
、
江

戸
時
代
か
ら

現
代
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な

計
量
器
・
文

献
等
も
あ
わ

せ
て
展
示
。

　

ま
た
、
計

量
体
験
コ
ー

ナ
ー
（
計
量

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

閑
長
野
計

長
野
計
器器

技
術
顧

技
術
顧
問問

切
田
切
田
篤篤

夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

親
子
は
か
り
教
室
と
計
量
資
料
室
公
開

都検定所

感
覚
ゲ
ー
ム
等
）を
設
置
し
、

ゲ
ー
ム
感
覚
で
計
量
に
接
す

る
機
会
を
設
け
る
。

【
特
別
展
示
期
間
】
8
月
1

日
俄
〜
8
月　

日
我
、　

時

31

10

〜　

時
（
土
曜
・
日
曜
を
除

16
く
。事
前
申
し
込
み
は
不
要
）

桓
実
施
場
所

（
親
子
は
か
り
教
室
、
計
量

展
示
室
の
特
別
展
示
共
通
）

〒
1
3
6
―
0
0
7
5
、
江

東
区
新
砂
3
―
3
―　

、
東

41

京
都
計
量
検
定
所
（
地
下
鉄

東
西
線
南
砂
町
駅
3
番
出
口

下
車
徒
歩
5
分
）

棺
問
い
合
わ
せ
先

東
京
都
計
量
検
定
所
管
理
指

導
課
企
画
調
整
担
当
＝
電
話

0
3
―
5
6
1
7
―
6
6
4

3
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離
が
、
最
小
0
・
3
8
1　
au

か
ら
、
最
大
0
・
6
6
6
a

u
程
度
ま
で
変
動
す
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
今
回
の
火
星

大
接
近
は
、
0
・
5　

。
確

au

か
に
美
し
い
火
星
を
望
む
こ

と
が
で
き
た
が
、
実
は
2
年

後
の
大
接
近
で
は
、
0
・
3

8
5　

と
、
ほ
ぼ
限
界
に
近

au

い
距
離
ま
で
近
づ
く
こ
と
が

わ
か
る
。
今
回
火
星
を
見
逃

し
た
と
思
っ
て
い
る
皆
さ

ん
、
ま
だ
火
星
は
近
く
に
い

ま
す
よ
！
そ
し
て
2
年
2
カ

月
後
に
は
、
も
っ
と
大
き
な

火
星
が
や
っ
て
く
る
。
そ
れ

ま
で
の
間
に
、
ぜ
ひ
双
眼
鏡

な
ど
を
用
意
し
て
、
天
空
を

往
来
す
る
惑
星
達
と
親
し
み

な
が
ら
、
夜
空
の
ロ
マ
ン
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

　

こ
の
記
事
の
近
接
距
離
な

ど
の
数
字
は
、
国
立
天
文
台

の
ペ
ー
ジ
か
ら
参
照
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
国
立
天
文
台

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
と
と
も
に
、

2
0
0
3
年
の
火
星
大
接
近

時
の
画
像
な
ど
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
じ
つ
は
僕
は
、
東

京
三
鷹
の
天
文
台
通
り
に
住

ん
で
い
る
の
で
、
近
い
う
ち

に
、
ご
近
所
の
国
立
天
文
台

へ
行
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て

い
る
。

【
参
考
U
R
L
】h

ttp
://

w
w
w
.n
ao
.ac.jp

/ab

ou
t-n
aoj/

施設見学（昨年度）

はかりの工作（昨年度）

　

出
前
計
量
教
室
と
は
、
計

量
の
専
門
家
で
あ
る
計
量
士

が
教
育
現
場
で
あ
る
小
学
校

へ
行
き
、供
は
か
る
こ
と
僑
に

つ
い
て
の
講
義
と
工
作
（
一

部
講
義
の
み
）
を
お
こ
な
う

こ
と
で
、
小
学
校
に
お
け
る

計
量
に
関
す
る
学
習
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
計
量
制
度

の
重
要
性
に
つ
い
て
普
及
啓

発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

対
象
校
は
都
内
公
立
小
学

校
と
し
、
募
集
は
東
京
都
教

育
庁
を
通
じ
お
こ
な
っ
て
い

る
。
実
施
に
つ
い
て
は
東
京

都
計
量
検
定
所
が
主
体
と
な

り
、
東
京
都
計
量
協
会
、
東

京
計
量
士
会
お
よ
び
日
本
硝

子
計
量
器
工
業
協
同
組
合
の

出
前
計
量
教
室 

8
月
〜
来
年
3
月
ま
で

3
者
が
協
力
支
援
す
る
形
を

と
っ
て
い
る
。

　

実
施
内
容
は
、
中
学
年
を

対
象
に
し
た
、
臼
「
い
ろ
ん

な
温
度
を
は
か
ろ
う
」
と
題

し
た
お
話
と
寒
暖
計
の
組
立

お
よ
び
温
度
測
定
実
験
。
高

学
年
を
対
象
に
し
た
、渦「
棒

は
か
り
を
つ
く
ろ
う
」
と
題

し
た
講
義
と
棒
は
か
り
の
製

作
お
よ
び
質
量
測
定
実
験
。

同
じ
く
高
学
年
を
対
象
と
し

た
、
嘘
「
単
位
計
量
の
話
」

と
題
し
た
1
メ
ー
ト
ル
の
起

源
な
ど
を
中
心
と
し

た
単
位
の
歴
史
や
雑

学
な
ど
の
講
義
。
唄

「
売
っ
て
る
物
の
重

さ
調
べ
」
と
題
し
た

商
品
内
容
量
の
考
え

と
そ
の
計
量
方
法
の

講
義
の
4
授
業
が
あ

る
。

　

昨
年
度
は
、　

校
12
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